【高森町 自主防災組織 提出用】防災備蓄計画書（雛形）
計画書名：〇〇（自主防災組織名） 防災備蓄計画
作成日：令和〇年〇月〇日
Ⅰ. 計画の基本事項と地域の概要
本計画は、災害発生直後の自助・共助活動および初期避難生活を支えるための備蓄を定めます。
	項目
	組織記入欄
	高森町 推奨ガイドライン

	組織の名称
	（記入）
	

	活動拠点（主たる備蓄場所）
	（記入）
	町指定避難所または地域内の安全な集会所

	想定対象世帯数/人数
	世帯数：〇〇世帯 / 人数：約〇〇人
	（高森町防災備蓄計画参照）

	活動方針
	災害発生後、**最低3日間（72時間）**の活動・住民支援を目標とする。
	

	地域の特殊性・備蓄への考慮点
	（記入例） 高齢者世帯の比率が高い、土砂災害警戒区域を含むなど、備蓄計画に影響を与える要因を記載。
	


Ⅱ. 備蓄物資の決定と在庫計画
1. 避難生活支援用物資（食料・水・衛生）
食料・水の備蓄量は、町のガイドラインを参考に、組織の想定人数に合わせて決定してください。
	分類
	品目例
	高森町 推奨基準（町が定める目安）
	〇〇（組織名）の決定備蓄量

	水
	飲料水
	3L/人/日 × 3日分
	（記入） 〇〇L（〇〇人分）

	食料
	非常食（アルファ米など）
	3食/人/日 × 3日分
	（記入） 〇〇食（〇〇人分）

	衛生
	簡易トイレ
	5回/人/日 × 3日分の総量の〇〇％
	（記入） 〇〇回分

	暖房
	毛布/アルミシート
	想定避難者数の〇〇％
	（記入） 〇〇枚


2. 活動用資機材（救助・情報・電源）一覧表
町の推奨数量を参考に、活動拠点や分散備蓄場所も考慮して、必要数量と設置場所を定めてください。
	No.
	分類
	品目例
	高森町 推奨数量
	〇〇（組織名）の決定数量
	備蓄場所

	1
	情報
	乾電池式/手回し充電式ラジオ
	組織につき1セット
	（記入） 〇〇セット
	（記入）

	2
	救護
	応急手当セット（大）
	組織につき1セット
	（記入） 〇〇セット
	（記入）

	3
	救助
	バール・ジャッキ
	組織につき1セット
	（記入） 〇〇セット
	（記入）

	4
	電源
	ランタン・懐中電灯
	活動班につき〇〇個
	（記入） 〇〇個
	（記入）

	5
	給水
	給水ポリタンク（10L/20L）
	〇〇L用を〇〇個
	（記入） 〇〇個
	（記入）

	6
	その他
	ヘルメット・軍手
	活動メンバー数分
	（記入） 〇〇セット
	（記入）

	7
	その他
	（地域固有の必要な資機材）
	（町ガイドライン未記載の場合）
	（記入）
	（記入）


Ⅲ. 備蓄品の管理体制と維持計画
1. 管理責任者と体制
備蓄品管理は、継続的な計画実行の要です。必ず役割を明確化してください。
	項目
	氏名
	連絡先
	役割分担（例）

	備蓄管理責任者
	（記入）
	（記入）
	全体統括、点検計画の策定

	副責任者/担当者
	（記入）
	（記入）
	在庫台帳の管理、ローリングストック実施


2. 備蓄品の維持管理（ローリングストック）計画
	項目
	実施内容
	実施頻度
	記録方法

	定期点検
	備蓄倉庫の確認、在庫数・配置の点検
	（記入） 年〇回
	「備蓄品点検リスト」に記録

	更新方法
	期限まで残り半年前の物資から順次、訓練や地域イベントで利用・消費し、新しい物資を補充する（ローリングストック）。
	随時
	購入伝票を保管

	資機材の動作確認
	発電機、ラジオ、懐中電灯などの動作確認
	（記入） 年〇回
	「資機材点検リスト」に記録


Ⅳ. 計画決定のプロセスと履歴
1. 地域の意見聴取結果（備蓄計画に反映した点）
	実施日
	対象者/会合名
	意見の概要と反映内容

	令和〇年〇月〇日
	（記入）
	（記入）

	令和〇年〇月〇日
	（記入）
	（記入）


2. 高森町役場 総務課への提出・共有履歴
	提出日
	担当者署名
	備考

	
	
	



